
篠
田 

哲
彦
氏

　

  
永
年
の
功
績
を
た
た
え

　
　
　

   

茂
原
市
名
誉
市
民
に

社会資本の充実とまちづくりに関する功績
　長生地域の地方拠点都市への指定に向け尽力され、平成6年の指定から長生地域における圏央道
の整備へとつながっていった。平成25年に茂原北および茂原長南インターチェンジが、令和2年に
は茂原長柄スマートインターチェンジがそれぞれ開通し、地域産業の活性化や市民の利便性向上に
大きく寄与している。
　また、地方における都市公園の必要性を訴え、長生広域公園の早期実現を強く要望し、茂原市民
はもとより千葉県民の健康・文化の向上に大きく寄与された。

子育て施策の充実に関する功績
　国が「今後の子育て支援の為の施策の基本的方向について」を策定したことを受けて、千葉県で
も早急に策定するよう強く訴え、その結果、21世紀を展望した「児童環境づくり」のための「千
葉県子どもプラン」が策定されるなど、少子化対策の推進に大きく貢献された。

篠田 哲彦名誉市民の主な功績（千葉県議会議員在任中）

９
月
１７
日
㊍
、
元
千
葉
県
議
会

議
員
で
本
市
在
住
の
篠
田 

哲
彦

氏
に
対
し
、
名
誉
市
民
の
推す

い

戴た
い

状

授
与
が
本
市
議
場
に
て
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。

篠
田 

哲
彦
氏
は
、
千
葉
県
議

会
議
員
を
５
期
２０
年
勤
め
ら
れ
、

そ
の
間
に
は
、
議
長
お
よ
び
副
議

長
と
し
て
も
ご
活
躍
さ
れ
、
本
市

の
発
展
の
た
め
、
特
段
の
御
尽
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

市
原 

淳
市
長
か
ら
推
戴
状
を

受
け
取
っ
た
篠
田
氏
は
、「
こ
の

よ
う
な
名
誉
を
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
感
謝
の
言

葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

※
名
誉
市
民
の
推
挙
に
つ
い
て

は
、
令
和
８
年
茂
原
市
議
会
６

月
定
例
会
に
お
い
て
同
意
を
得

た
も
の
で
す
。

問合せ　シティプロモーション課（３階）　☎(20)1512　 (20)1601

　

物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
て
い

る
市
民
お
よ
び
事
業
者
の
皆
さ
ま

を
支
援
す
る
た
め
、
国
の
「
重
点

支
援
地
方
交
付
金
」
を
活
用
し
、

１,
０
０
０
円
分
の
物
価
高
騰
対
策

ポ
イ
ン
ト
を
全
世
帯
に
配
布
す
る

「
み
ん
な
で
モ
バ
り
ん
Ｐ
ａ
ｙ
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
！
」
を
実
施
し
ま
す
。

◆
対
象

　
７
月
１
日
時
点
で
市
内
に
お
住

ま
い
の
世
帯
主
の
方

◆
配
布
額

　
１
世
帯
当
た
り
１,
０
０
０
ポ
イ

ン
ト
（
１,
０
０
０
円
分
）

◆
申
請

　

不
要
（
配
布
済
み
の
カ
ー
ド
に

順
次
ポ
イ
ン
ト
が
付
与
さ
れ
ま
す
）

◆
利
用
開
始
日　
１０
月
１９
日
㊊

◆
有
効
期
限

　
令
和
９
年
２
月
２８
日
㊐

※
有
効
期
限
を
過
ぎ
た
ポ
イ
ン
ト

の
払
い
戻
し
は
行
い
ま
せ
ん
。

◆
利
用
可
能
店
舗

　
市
内
の
電
子
地
域
通
貨
加
盟
店

※
詳
し
く
は
、
ウ
ェ

ブ
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

物
価
高
騰
対
策
ポ
イ
ン
ト
を

�

配
布
し
ま
す

問
合
せ

企
画
政
策
課
（
４
階
）

☎
⒇
１
５
１
６　

⒇
１
６
０
２
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